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　日本鯨類研究所にとり昨年は誠に多難な年であった。3 月には、国際司法裁判所（ICJ）が南極海鯨類捕
獲調査（JARPAII）の科学的正当性を否定し、調査を停止させる判決を出した。しかしその一方では、2
月に IWC 科学委員会がその内外から専門科学者を招聘して JARPAII の科学的評価会合を持ったが、その
会議は JARPAII に高い評価を下し、さらなる改善のための助言も提起した。この専門家による評価会議
については本号で詳しく述べているところである。JARPAII に科学的正当性がないという理由で停止命令
が下されるとは全ての専門家がいささかも想定していなかったことであろう。個人的には、科学的専門家
が下した評価結果が尊重してもらえず、科学的専門知識のない法律家が下した科学的とは思えない“科学
的評価”を強いられるという世の不条理に憤りを感じた。
　このような中で、我が国政府代表（コミッショナー）が当研究所科学者等の陣頭指揮をとって、ICJ 判
決を踏まえた新しい調査計画案を作成し、広く内外の科学者の意見を求めて計画案を完成させ、11 月には
IWC へ提出した。本年半ばには IWC 科学委員会の評価を経て、新たな調査が開始されることになろう。
関係者の努力を讃えるとともに、我が国の鯨類調査の灯がともり続けることを喜びたい。	 （畑中　寛）

京きな魚（編集後記）


